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事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

5

2

2

５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

・公共施設の利用者が安全に利用できるよう、舗装工事
を行い、また駐車枠を設けることで、駐車台数の増を図
る。
・老朽化していた階段補修を行い、手すりを設置する。

H.29年度（事業量・取組実績） H.30年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・桜ケ丘旧市民会館用地駐車
場整備

・桜ケ丘旧市民会館用地駐車
場整備

H.31年度（事業計画） H.32年度（事業計画） H.33年度（事業計画）

事業内容

(H.30)No. 4380 (H.29)No. -

事務事業名 市有財産整備事業
会計区分 事業コード 023401
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

総務費 市有財産整備事業

担当部局名 担当室名 室長名 総務管理費 （小事業名）

自主自立の市政経営 桜ケ丘旧市民会館用地において、隣接する公共施設の
利用者用駐車場として、安全で利用しやすい駐車場とな
るよう、また現状の利用駐車台数より増を図るため、舗
装整備工事を行う。

施 策 成熟社会に対応する行政運営

重点プロジェクト

総務部 契約管財室 羽後　和秀 財産管理費 市有財産整備事業

総
合
計
画

政 策 未来につなぐ自立と協働による市政経営 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.31年度
（計画予算）

H.32年度
（計画予算）

H.33年度
（計画予算）H.28繰越分 H.29現年分

①直接事業費

H.29年度（決算見込） H.29年度(作成時予算額)

H.29繰越分 H.30現年分

20,400千円

人
工
数

職員 0.43人

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

0千円 0千円 0千円

①+②総事業費 0千円 3,182千円 0千円 0千円 0千円

3,182千円 0千円

23,582千円 0千円

②概算人件費 0千円 3,182千円

臨時職員等 0.00人

0.43人

0.00人

地方債 20,400

一般財源 0 0 0 00 0

 【選択肢】　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合（予定含む）、休止（予定含む）、廃止（予定
含む）、事業完了（予定含む）

事業完了（予定含む）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

・施設利用者が利用しやすい駐車場整備を目指す。整備工事完了後は、周辺の景観に沿った駐
車場として維持していけるよう、市と地域が連携を図り、今後の駐車場管理に取り組んでいく。

４．担当室による事務事業の点検

旧市民会館用地は、従来から隣接する公共施設の利用者の駐車場として使用してきたが、H２８年度に同敷地内の一部を売却したこと、また併
せて桜ケ丘区集会所の建設により、駐車場面積が縮小されたため利用者の駐車台数の確保が必要となっていた。これら課題を解消するため、
舗装工事を実施することで、駐車台数の増を図り、また施設利用者及び近隣住民が安全で利用しやすい駐車場として整備を行うこととした。

考察（H.29年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


